










 要約:専門職のいない地域を中心に母子保健事業の発達支援の現状と課題について検討す

るとともに、その対応および小児保健領域における人材の質的な面の充実に関する検討を

行った。本年(平成 7年)度は、共同研究者の在住する地域特性の異なる三地域を中心に母

子保健事業、 とくに発達支援事業の現状、問題点をその対応を調査した。 また、全国 5

万人以下の 177 市町村の発達支援事業の状況についてアンケート調査を行った。 さらに

小児保健サービス全般における人材の質的充実に関する検討を行った。

 市町村による母子保健事業は各市町村で実施され、人的問題、質的問題が指摘されてい

たが、それぞれの地域でその対策が工夫されていた。地域によっては保健・福祉・医療な

どの相互的支援や対人サービスの場や人的資源あるいは経済的問題などの面において問題

点や不安な要素が認められた。今後なお母子保健サービスの充実に向け、保健所との強化・

連携の必要性がより強くでていた。

 また小児保健サービスにおける人材の質的条件については、地域によって、難しい面も

あるが、可能な限り、関係者か努力することにより、人材を質的に充実していくことが母

子保健事業の地域運営の基本と考えられた。


